



Relationship with Others in Childcare for the First Year of Infancy:
Analysis of Correspondent Notebook of Rationship with Others in 6 months  




The purpose of this study is to investigate the viewpoint and support of relationship in childcare for the first year of Infancy. 
We made analyses of written messages from childcare worker by the corresponding notebook from 2 monthes to 5 monthes of 
the first year of infancy. Founding that infant behavior of relationship of others was regarded as a subjective by childcare worker 
in the description of notebook. The results suggested that it is important for support of relationship of infant to considered infant 














































































































































配置は、0 歳児がもっとも少なく 3 名、3 歳未満児で 6 名
30歳児保育における「人とのかかわり」
─  連絡帳にみる6か月未満児の「人とのかかわり」と保育者の視点  ─ 


























































































歳以上児と 3 歳未満児の 2 クラスで異年齢混合保育が行
4こども教育宝仙大学　紀要　9(2)　（2018年3月発行）














































2・3 カ月 24 46
4 カ月 21 32
5 カ月 19 21
合計 64 99



































































































































したところ、99 エピソード中 45 エピソードあることが
わかった。3 つ以上の基準に分類できるエピソードはな
かったため、1 つの基準のみに分類されるエピソードは





































































担当保育者 その他保育者 母親 特定の子ども 子どもたち
2・3 カ月 22 4 3 11 9 0
4 カ月 20 0 2 2 8 0
5 カ月 12 1 0 1 7 1
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2・3 カ月 21 11 32
4 カ月 14 10 24
5 カ月 12  9 21
合計 47 30





担当保育者 33 67.3% 14 46.7%
その他保育者 4 8.2% 0 0%







不特定の他者 0 0% 9 30%
その他 1 2% 1 3.3%
合計 49 100% 30 100%
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〈注〉
 1） 永野は「『人間関係』に関する研究発表と考えられるもの
でも、ほかの分野で発表されているものもあると推測さ
れる （中略） 上記の点を考慮したとしても、保育内容人
間関係の研究発表は多いとは言えない」としている。特
に保育所保育指針における乳児の領域の扱われ方から考
えても、永野の指摘と同様の可能性はあると考えられる。
ただし、永野はその点を考慮しても領域「人間関係」の
研究状況は決して活発とは言い難いとしている。
 2） Sの入所は2カ月の終わりあったため、3カ月とひとまと
めにして扱った。
